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  近年、GPSなどの技術により、「自分がどこにいるか」という情報は利用可能にな

ったが、「誰と一緒にいるか」という情報をリアルタイムで入手するのは困難である。

一方で、twitter上でのハッシュタグ文化の流行から、「ある体験を共有した人」の検
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索にニーズがあると考えている。時間情報、位置情報の次に必要とされるのは、この

ような「実世界の人間関係」の情報であると言えるだろう。 

  そこで本プロジェクトでは、Bluetoothによる近傍ユーザ探索を用いた、場所共有

型の SNSプラットフォームサービスを開発する。本サービスに登録すると、ユーザは

自分の Bluetooth機器とWeb上のアカウント(メールアドレス、twitter ID, 

Facebookアカウントなど)をリンクすることができる。 

  本プロジェクトの開発目標としては、このような「実世界の人とWeb上のアカウン

トの照合」という面から、名刺交換機能を開発する。これにより、お互いの Blogを

RSSリーダに登録したり、twitterを瞬時にフォローしあうといったことが可能になる。

また、お互いが連絡先を交換したイベントの日時と近傍Bluetoothログが残っている

ため、「どこかで会ったのだが、名前が思い出せない」といった 2回目の出会いの際、

近傍 Bluetooth情報から出会った人の候補をリストアップする、という記憶補助的な

ツールとしても使えるアプリケーションを構築する。 

  また、各個人の Bluetooth探索ログを共有することで、誰と誰が現実世界でどの

程度会っているかを情報化できる。これにより、「実世界の人間関係」を情報化するこ

とが可能になる。本プロジェクトでは、このような「実世界の人間関係」を用いた便利

なサービスを、国内に留まらず世界に発信していくことを目標とする。 

 

 

 

  前回提案に新たなアイデアも加わっており、Bluetooth logの活用方法の提案も

充実しており、未踏プロジェクトとして採択したい。提案内容のサービスをさらにブラッ

シュアップすることで、プロジェクト期間中にBluetooth の trackingから新たなサー

ビスアイデアが生まれることにも期待したい。 

 

 

 

  「実世界で誰といるのか」の情報を有効活用できるシステムを構築し、そのシステ

ムを容易に活用できるプラットフォームを開発する。また、そのプラットフォームを用い

たサンプルアプリケーションをいくつか開発し、本システムの有用性を提案する。  

従来ならば特殊デバイスでしか取得できなかった「実世界で誰といるのか」の情報

を、Bluetoothの個別識別可能なMACアドレスが常時公開されている仕様を利用し

てその情報を取得する。現在、携帯電話や携帯音楽装置での Bluetooth 普及率は、

非常に高く、特殊デバイスを配布する必要がない。そのため、導入コストを低く、リア
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ルタイムに「実世界で誰といるのか」の情報を入手することが可能になる。 

 

 

 

開発初期  

BlueFairyのサービス基盤を再検討し、様々なサービスを開発可能なプラットフォ

ームを設計する。  

開発中期  

サービス基盤を開発し、BlueFairyを活用した新しいコミュニケーションアプリを考

案する。 

開発後期  

サンプルアプリケーションの開発と、サービスの運用実験を実施する。 

 

 

 

Bluetoothの個別識別可能なMACアドレスが常時公開されている仕様を利用して

「実世界で誰といるのか」の情報を取得し、その情報をサーバに蓄積する。その後、

蓄積情報をサーバ上で解析処理し、ユーザに提示できるプラットフォームを開発した。 

また、そのプラットフォームを用いたサンプルアプリケーション BlueFairy Mobile、 

BlueFairy Cafe Relationship、 BlueFairy Cafe visted Timeを開発した。 さら

に、本プロジェクトで開発したプラットフォームを容易に利用するためのJava用APIを

開発し、公開した。  

詳細は、BlueFairy のWeb ページもご覧頂きたい。http://blue-fairy.jp/ にて

デモビデオが公開されている。今後開発アプリケーションを公開予定である。 

 

●BlueFairly API 

１０．進捗概要  

１１．成果  
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BlueToothから取得した情報は BlueFairy APIを通じでサーバサイドに蓄積され

る。プラットフォームとしての発展性を確保するために汎用的なものとなっている。 

 

表 1：プラットフォーム蓄積情報 

 

 

Web APIによる情報取得例  

プラットフォーム側からは、各appUserについて蓄積された以下のようにして取り

出すことができる。  

http://...(APIのURL).../appID/appUser.[xml/json]  

Java APIによる情報取得例  



プラットフォームからの情報の取得は一般的なWeb技術を用いて行うことができる

ため、Java APIでは周辺デバイスの探査と、それを改竄されることなくサーバに送

信する関数を用意した。 

  

表 2：プラットフォーム蓄積情報 

 
 

 

●携帯電話用サンプルアプリケーション：BlueFairy Mobile  

 

登録したMACアドレスの携帯電話が、ユーザの近傍に来た時に、警告する携帯電

話用サンプルアプリケーション BlueFairy Mobile を開発した。本アプリケーションは、

ユーザ自身が誰の近くにいるのか、いち早く知らせてくれる。ユーザが苦手な人が近

づいたときに、警告し、不要な人間関係の衝突を回避されることを想定している。また、

単純な警告ではなく、備考欄に、知人の名前を登録すると、次回会った時に、知人名

を提示することも可能である。  

本アプリケーションでは、事前にユーザが Bluetooth データ取得を行い、その

中から任意の MAC アドレス、つまり人を選択し、警告文や知人名を登録する。そして、

その登録情報を BlueFairy サーバに送信する。後日、ユーザが自動的、もしくは手

動で近傍の Bluetoothデータ取得を行った際に、その取得データのMACアドレスと

BlueFairy サーバ上に登録されたデータの MAC アドレスとを照合し、事前に登録が

ある場合は、本サンプルアプリケーション内で警告文や知人名を提示する。    

BlueFairy Mobile では、上記の処理を行うための、Bluetooth データ取得(スキ

ャン)、データ取得結果表示が面、警告文や知人名を登録する備考欄、BlueFairy サ

ーバに登録情報を送信(アップロード)、Bluetooth データの取得設定(自動か手動

かの選択)の機能が搭載されている。  

BlueFairy Mobile は、携帯電話 (Android)上の環境で動作する。現在、

Android上のマーケットで公開予定である。 

 



               

BF Mobile 

 

 

●PC用サンプルアプリ：BlueFairy Cafe Relationshipと BlueFairy Cafe Visited  

 

設置場所近傍のBluetooth装置MACアドレスを取得し、下記情報をBlueFairy

サーバにデータ送信するアプリケーション BlueFairy Cafe Visitedと、それらの

情報から人間関係の強弱を表示するアプリケーション、BlueFairy Cafe 

Relationshipを開発した。  

各々の立方体の間にある線の太さと色は、互いの人間関係の強弱がしめされて

いる。人間関係の強弱は、お互いに一緒にいた時間の長さにより算出している。  

サンプルアプリケーション提案のためであり、人間関係として正しいとは限らないが、

データ取得装置の設置を拡大させる事で、本人の認識していなかった新たな発見

をも、もたらすような活用が可能である。 

 



     

 

BF Cafe Visited と BF Cafe Relationship 

 

 

 

 

実世界において、「誰と一緒にいたのか、またはいるのか」という情報を交換、共有

するには、お互いの同じサービスに登録する必要があったり、専用デバイスを配布す

るなどする必要があった。これでは特定のコミュニティにのみにしか普及させることが

できず、多くの情報から有益な情報を集める事は困難であった。  

岩崎氏は、広く普及しているBlueToothデバイスに着目し、公開情報を取得、蓄積

する事によりあたらなサービスを生み出すというユニークな手法で本問題の解決を試

みている。BlueFairyは、新たなサービスを開発するためのサービス基盤として開発

されており、魅力的な個別サービスの充実が、さらなるサービスの充実を生むという

仕組みを実現している。  

多くの人が参加し、大量のデータが蓄積すれば、有益なサービスになるという、初

期展開力の乏しいSocial Serivceのアイデアが乱立するなか、BlueFairy Mobile

は、参加人数に依存せず、個人であっても利用したい興味深いサービスに仕上がっ

ている。自身の携帯で近傍BlueTooth情報を取得し、蓄積し、個人のAlert機能等に

利用するというアイデアは基本的な機能であるが、初期段階で提供するサービスとし

て高く評価したい。  

プロジェクトスタート当初は、漠然とBlueToothを活用したSocial Serviceを模索

していたため、初期段階ではサンプルアプリの再検討を進めて行くこととなった23  

が、本システムの持つ本質的な部分を見直したことで、コンセプトのはっきりした様々

なサービスアイデアが生まれたものと考える。 

１２．プロジェクト評価  



 

 

 

有益なサービスを提供し、ユーザの参加を促し、データを蓄積し、また新たなサー

ビスを生むという好循環を生み出すことが本プロジェクトの今後の課題である。具体

的には、BlueFairyのプラットフォーム技術を活用した新たなサービスの提案、開発、

またはBF Mobileへの新たな機能実装が今後の課題と考える。  

外部の既存 Social Service との連携等も視野にいれ、より使いたくなるサービス

の開発に尽力してもらいたい。 

 

 

１３．今後の課題  


